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建
設
・
農
業
で
働
く
車
や
警
察
・
消

防
の
特
殊
車
両
な
ど
様
々
な
働
く
乗
り

も
の
が
大
集
合
し
た「
フ
ク
チ
こ
ど
も

夢
フ
ェ
ス
タ
」が
２
月
19
日
に
城
山
横
穴

群
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
3
カ
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
た
ち
の

興
味
を
引
き
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
も

ら
う
た
め「
働
く
乗
り
も
の
」を
テ
ー
マ

に
計
画
。
各
会
場
は
、
乗
車
体
験
を
は

じ
め
、
警
察
の
制
服
や
防
火
衣
の
着
用

体
験
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
国
指
定
史
跡

「
城
山
横
穴
群
」に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
や

出
店
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
回
復
し
、
約
４
千
人

の
来
場
者
が
訪
れ
、
各
会
場
の
全
て
の

ブ
ー
ス
で
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
イ
ベ

↑ショベルカーやクレーン車、トラクター、
パトカー、はしご車など様々な乗りもの
の乗車体験は大人気。子どもたちは胸
いっぱいに夢を膨らませ、貴重な乗り
もの体験の思い出を親子で刻みました。

3年ぶり10回目の節目のイベ
ント開催となった「フクチこど
も夢フェスタ」。今回は3会場
で様々な乗り物が大集合し、
貴重な体験に子どもたちは胸
を躍らせ、夢を膨らませました。

乗り物集結
広がる夢ン

ト
は
大
盛
況
の
中
、
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
商
工
会
の
高
津
勝
平
青
年
部
長
は

「
準
備
な
ど
大
変
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
す
ご
く
元
気
を

も
ら
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協

力
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で

く
れ
て
よ
か
っ
た
。
毎
年
開
催
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

1メイン会場の城山横穴群前の駐車場。
クレーン車などの乗り物や出店が並ぶ。2
ミニちくまる号に乗車。しゅっぱ～つ。34
各会場の乗車体験は親子連れで長蛇の列
が。5城山横穴群を間近で見学。6土
器パズルにチャレンジ。7防火衣や警察
の制服着用体験で憧れの職業になりきる。

● フクチこども夢フェスタ
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投
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俳
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▶世の中物騒です。ルフィら
しき人物が逮捕されても強盗
が減る気配はありません。間
もなくマスクをしなくてもよくな
りますが、「顔パンツ」とも言
われるようになったマスクの
習慣は当面続きそう。マスク
をして帽子を被れば誰か分
からなくなります。マスクで匿
名化が進んだ社会は、強盗
にとって都合がいいのでしょ
う。くれぐれもご用心を。（持丸）

昭和５0年から平成17年まで大

いに賑わった方城町民プール。

昭和５５年から平成14年まで

愛され続けた赤池町民プール。

↓
夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち

の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大
人
気
。

↑
田
川
近
郊
で
は
珍
し
い
50
ｍ

プ
ー
ル
、子
供
用
す
べ
り
台
が
３
台
。

▶私たちの暮らしを支える
「水道」が４月から大きく変
わります。これまで毎月水
道代を払っていましたが、
２か月分を１回にまとめて
支払うことになります。一
度の支払う金額は大きくな
りますが、支払いの手間
や経費の削減につながりま
す。皆さまのご理解とご協
力のほどよろしくお願いし
ます。（元水道課職員・世良）

豆
撒ま

く
や
男
家
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は
鬼
ば
か
り

吉
報
に
声
飛
び
跳
ね
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受
験
生

寅と
ら

さ
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三
寒
四
温
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旅

名
残
り
雪
逢
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た
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亡
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介
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友
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